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「もっとボランティアを」で We Serve 

1 

「Service Activity is the key to Lions Clubs」 

1 

国国国際際際会会会長長長テテテーーーマママ   

 
「We Serve」 
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 2019～2020ライオンズクラブ国際協会３３６－Ａ地区 

     地区ガバナー 高岡 英治  

 336-Ａ地区 ガバナースローガン    ガバナーキーワード 

         「We Serve」     「真心」 

この度の地区ガバナーエレクト空席補充につきましては、３３６－Ａ地区のク

ラブの皆様には、大変ご心配とご迷惑をおかけしました事、申し訳なくお詫び申し上げます。  

世界中がリアルタイムでつながっている昨今、ライフスタイルの変化やデジタル化が加速し

ています。  

かつ、未曽有の自然災害が何時どこでも起こりうる状況で、その対策が非常に多様化して

いる時代になっています。  

このような時代だからこそ、私たちライオンズは創立時の理念“We Serve”に今一度立

ち返り、地域社会と密着した奉仕活動を目指したいと考えております。 

そして、人々が求める声に心からの奉仕で応えることができるライオンズクラブでありた

いとの思いから原点に立ち帰り、今年度地区ガバナースローガンを「We Serve（ウィ・サ

ーブ）」と致しました。キーワードは「真心」です。 

”四国は一つ”の思い、各クラブにおかれましては「奉仕こそ使命」とするライオンズクラ

ブの崇高な理念のもと、ご尽力いただき、素晴らしい活躍の一年となりますようこころから

念願いたします。 

 

所属 1Ｒ-2Ｚ 松山湯築ライオンズクラブ 

生年月日 1949 年 4 月 28 日（70 歳） 

自宅 愛媛県松山市天山 3 丁目 7-38 

勤務先住所 愛媛県松山市千舟町 1丁目 6-9 

勤務先名 株式会社 ヤサカ 

 

（1）地区キャビネット会議  

   第 1回  7月 21 日（日）   第 2回 11 月 3日（日） 

   第 3回  11月  3 日（日）   第 4回  5 月 17日（日） 

（2）リジョン会議 

   第 1回  7～8月  第 2回  11月～12 月 

   第 3回  2～3月  第 4回    5月～ 6 月 

（3）大会行事 

   第 58回東洋東南アジアフォーラム 2019年 11 月 7 日（木）～11 月 10 日（日） 

   第 66回地区年次大会 2020 年 4月 11 日（土）～4 月 12 日（日） 松山 

   第 103回国際大会 2020 年 6 月 26日（金）～6 月 30 日（火）シンガポール 



 

 

ライオンズ国際協会は伝統や先人のレガシーを尊び共に改革元年と位置づけています。そして世界

中はリアルタイムでつながり、ライフスタイルの変化、デジタル化が加速し、非常に難しい時代に

なっています。 このような時代だからこそ、創立時の理念「We Serve」に今一度立ちあがり、

地域と密着した活動をいたしましょう。 

 

１． ＧＭＴ(グローバル会員増強チーム) 

質の高い新会員の獲得、会員維持、退会防止の為にライオニズムの高揚(目的や道徳綱領)、友愛と

相互理解の精神、笑顔で奉仕できるようなクラブ作りを考えて下さい。 

若い会員に入会いただき、共通の趣味や関心を持つ仲間づくりに励みましょう。 

 

２． ＧＬＴ(グローバル指導力育成チーム) 

クラブの未来は、リーダーの発掘･養成にかかっていると言っても過言ではありません。次の世代を

担う若者に積極的に研修会に出席できるよう配慮し、クラブの役職にも早目にかかわるよう促して

下さい。最近は質の低下が懸念されていますが、現在リーダーの立場にある人が、自分を追い越し

ていくような人材を育てなければクラブの発展は、ないでしょう。次世代会員研修会や教育プログ

ラムなど実施が急務です。 

 

３． ＦＷＴ(家族及び女性チーム) 

家族会員と女性会員の増強をし、家族と共に奉仕活動をしましょう。女性、家族の視点から新しい

奉仕活動が生まれると思います。クラブの若返りの手法の一つです。女性ならではの奉仕活動の中

心は、子供の貧困対策（子供食堂）、小児がん対策（ウィッグを送るヘアードネーション３１ｃｍ

以上）、糖尿病対策（予防レシピ提案）などです。会員が増えればより多くの奉仕ができる。「高

い山ほど裾野は広い」 

 

４． 会則 

近年ライオンズ必携に変更箇所が多く見られます。プロトコールも含めて必携を隅々まで読み、ラ

イオンズクラブの勉強をしましょう。それが会員の資質を向上させることになるでしょう。 

 

５． ＭＣ･ライオンズ情報･地区誌・大会参加 

クラブ会報誌を発行することで会員や地域社会に知らせることが代表的活動ですが、最大の目的は

地域社会に対してのＰＲに重点を置くことが大切です。 

マスコミを利用し、地域にＰＲをすれば会員増強にもつながると思います。 

ライオン誌や地区誌等を活用し会員に対しては、新しい情報やクラブの歴史等を周知させることに

務めましょう。そして、各種大会に参加することでライオンズのスケールの大きさを感じ、友人を

増やしてライオンズライフを楽しみましょう。 



 

６． 青少年･ＬＣＩＦ・ライオンズクエスト 

青少年健全育成は、ライオンズクラブの最も大きな奉仕活動の一つです。 

次世代を担う青少年のために継続、新規事業を含めて、今の時代のニーズにあった 

奉仕活動をしましょう。将来のライオンズ候補者の発掘につながる可能性も 

あるように思います。 そして、ＬＣＩＦについては、今年度はＭＪＦも含めて会員1 人平均100

＄を目標としています。周年行事予定のクラブには引き続き、ライオンズクエストの寄付をお願い

します。 

 

７． 環境保全･保健福祉･アラート 

四国の美しい山々や森、海、島々や川、池等ふるさとの豊かな自然を後世の為に大切にし、美化運

動や街角に季節の花々を植え、山森には植樹等で後世につないで行き、四献運動(献血、献眼、献腎、

献骨髄) を引き続き推進しましょう。 

薬物乱用防止は、ライオンズクラブの大きな奉仕事業です。 アラートについては、近い将来に起

こると言われている東･南海大地震に備えての活動を推進しましょう。 

 

８． ＹＣＥ･ライオンズレオ･国際関係 

ＹＣＥ(ユースキャンプ及び交換)事業は、国際協会のプログラムです。グローバル 

化が進展する現在、青少年に不可欠な事業です。ぜひ受入、派遣に積極的に協力しましょう。 

 

９． ライオンズクエスト 

10 年を超える事業ですが、リジョンで活動に温度差があるようです。9 リジョンすべてで、開催

されることを期待しています。 

 

１０．ＩＴ推進 

今期でキャビネットはＩＴの業務が改善し、年次大会等の集計が効率化し、情報収集・業務の省力

化が容易になります。又、ＩＴの活用により広報効果もあがります。 

 

１1．周年記念式典 

周年行事はクラブにとって重要な事業です。50 周年(ゴールドアニバーサリー)、25 周年(シルバ

ーアニバーサリー)等、喜んで出席させていただきますが、各種行事等重なる場合は副地区ガバナー

に代理出席をお願いする場合もございます。 
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休憩をはさみ、合唱の練習を再開。我々も一

緒に練習を行いました。特に本年度は定期

演奏会が年末で、ベートーベン作曲の第九

「よろこびのうた」を発表するため、気持ち

が昂り気合の入った練習となったように感じ

ております。 

 最後に皆さんも年末に一緒に「ベートーベ

ンの第九」を歌いましょう。 

 

令和元年 8月 2日（金）に「国立大洲青少

年交流の家」で大洲少年少女合唱団の夏

季合宿が行われ、ライオンズクラブから

は、兵藤団長、大野委員長、真鍋Ｌ、佐々

木Ｌ，菊池Ｌが参加しました。本年は小学

生団員全員が参加し、近くに開催される

コンクールに向けて元気いっぱいの練習

をしていました。私たちは、午後２時から

参加し、練習風景を見学。その後、レクレ

ーション（人間輪投げ、漢字クイズ）を一

緒に行い、小学生の知識の豊富さに驚き

ながら楽しい時間を過ごしました。 

 



 

 

 

「秋目ケ浦」と聞いても、おそらくライオンズの仲間で行ったことがあるという人はいないと思

う。薩摩半島の西側の地図にも載らないような小さな漁村である。 

奈良の仏教がだんだん堕落してゆくことを憂いた聖武天皇は、戒律に秀でた僧を中国の唐に

求め、留学僧として栄叡（ようえい）と普照（ふしょう）の二人に高僧を探し出し、日本にお連れ

するよう命じた。当時、唐でも最高の戒律僧として高名だった「鑑真和上」に来日を要請。５度の

渡航に失敗し、その間失明する。６度目の渡航でやっと日本に着くことができたという話は、皆

さんもご存知のことと思う。その日本最初の「鑑真和上の上陸地点」がこの秋目ケ浦である。 

鹿児島で一泊して、翌朝鹿児島中央駅から指宿枕崎線に乗る。山川駅付近から開聞岳の美しい

姿が見えてくる。しかし、私の歳では知覧の特攻隊の若い兵士たちは、あの開聞岳に最後の別

れを告げ沖縄に向かったことを知っている。それだけに、単に美しいというよりは、知覧の特攻

記念館に残された彼らの遺書を思い起してしまう。 

まもなく日本最南端の西大山駅を過ぎ、枕坂敷駅をへて終点枕崎駅に着く。 

枕崎と言えば、台風とカツオで有名だ。この駅前のタクシー会社で、予約していた軽自動車をレ

ンタルし、曲がりくねり、おまけにアップダウンの多い細い道を走ること約 50 分。やっとの思い

で秋目ケ浦の記念館に着く。 

 

 

」 

 

～旅行記～   「秋目ケ浦への旅」        今井 要 



見知らぬ土地で、乗ったことのないレンタカーで走ることは、できれば避けたくて、バスを探し

たが、一日に午前と午後の各１本走っているのみとのこと。おまけに、目的地の秋目ケ浦のずっ

と手前の部落までしか行かないとの話に諦め、枕崎からレンタカーで走ることになった次第。 

秋目ケ浦は入り江で、江戸時代初期から島津藩はこの港を密貿易の拠点とし、当時は随分と栄

えたと文献にあるそうだ。今でもこれだけ辺鄙な過疎地だから、当時は幕府の隠密にも気付か

れ難い、格好の密貿易港であったと思える。ここには小さな「鑑真記念館」がある。記念館の前

には一段低くなった場所に、遥かふるさとの中国揚州の方角を望んで「鑑真和上」の石像が座

られている。この石像は、香川県の石材屋さんの社長が「鑑真和上」の日本最初の上陸地点に

感動し、無償で贈っていただいたそうである。 

 

私は奈良が大好きで、電車以外は使用せず自分の足で、奈良の隅から隅まで歩き、２年間は春

に半月、夏はひと月、ウイークリーマンションを借りて、奈良に住みました。奈良大学にも在籍し

今でも年間３回は奈良に行きます。 

奈良県人で、歩くのが大好きで県下くまなく歩いている私の友人が、「今井さんほど、奈良を歩

いている人はいませんよ。」とお世辞を言われる位、奈良をうろうろしています。 

その中で、一番好きなのが「唐招提寺」であり、失明しても、５度の失敗にも屈せず、我が国に来

てくれた「鑑真和上」を真の高僧として尊敬しています。 

それが動機で、「鑑真和上」が日本で最初に上陸されたのはどこであったか調べ、薩摩半島の

秋目ケ浦が見つかり、訪ねて行きました。 

先にも書きましたが、バスも通わぬ僻地ですが、興味のある方は訪ねてください。「鑑真和上」

も喜ばれるでしょう。 

 

 

 

［ 写真：遠くふるさとを向いて座る鑑真和上像 ］ 

 

 

 



 

 

 

「ウィ・サーブと奉仕」  丸谷香苗（神奈川県・横浜本郷ライオンズクラブ） 

 

私が所属しているクラブの理事会で、あるとき LCIF への献金について、激しい議論がなされた

ことがある。 ある理事から「こう毎年、献金を協力させられるのはたまらない．一ライオンズ

は労力奉仕なのだから、会員の献金ではなく地域の企業に呼びかけて、一般から献金してもら

ったらどうか。我々は寄付団体ではない」という発言があった。 別の理事から、反論が飛びで

る。「それは違う。ライオンズは寄付団体ではないが、金集めの募金団体でもない。第一、LCIF

へは寄付ではなく、あくまでも献金なのだ。 そうなると、他の理事からも意見が出される。

「LCIF では、どのように使われているのか不明瞭だ」「献金とは代償を求めずが原則だから、何

に使われようと知ることはない」「いや、それはおかしい。どこに使われるかを見届けるのは献

金した者の義務ではないか」喧々誇々。 みんなの意見を聞いていて、私はみな正論であると

思った。仏教の比喩のなかに、「群盲象を評す」という話がある。一人の盲人は耳に触って「象と

は、平べったいものだ」。もう一人の盲人は鼻に触って「長いものだ」。また一人は足に・触って

「太いものだ」と、思うのである。 もちろん、この話は目の不自由な人のことを指しているの

ではなく、心の目をもって全部を見よということであるが、自分だけの考えだけにとらわれて

いては、大きなものが見えてこないという教えでもあるのだ。ウィ・サーブ よく「クラブ全員、

心を一つにして」「地区メンバー一丸となって」という呼びかけを聞くことがあるが、奉仕に対

するものの考えも発想も違う人たちが、心を一つにすることは、まことに至難なことであると

いうより、最初から所詮無理なことである，ところが、ライオンズクラブは「ウィ・サーブ」が大原

則であるところに、さらに奥深い学びがある． たった十二、三人の理事会ですらそれぞれの

正論があるわけで、結論的にどちらを採るかが問題となる。ライオンズクラプでの意見は、奉仕

が目的であるからどんな意見も正論である。だから、どちらを採るかで人間関係を破壊し、派閥

を形成してしまうことにつながる場合もある。 私は、結論づけはあくまでも現役主義を強く

唱えたい。クラブにおいてはそのときの会長であり、地区においてはガパナーであるべきと思

う． しかも日本人的美学の「中とり方式的」な折衷案では活性化は期待てきない。会長独自の

結論が、ウィ・サーブを支えるものと思うのである。 

 ライオンズクラブは、好むと好まざるとにかかわらず毎年役職が入れ代わる。いかなる人も、

みな指導力をもっている。原則としてみんなが平等な位置で奉仕をしていく、きわめてイーブ

ンなシステムではあるが、問題は現会長より前に会長を務めた人が、何年たっても気持ちが会

長のままでいることである。 俺の経験を話してやろう。 聞きもしないのに、何年も前の会長

が介入してくると、クラブでは後輩である現会長はトーン・ダウンしてしまうのである 時代も

変わっているし、社会的環境も変化しているなかで、何年たっても会長であった妄想から離脱

できない先輩が、つねにクラブや地区の現役に介入することは、ウィ・サーブを先輩自身が破

壊してしまうことになる。率先して現役に協力してこそ素晴らしい先輩であると思うのは、私一

人だろうか。 

 



人それぞれの奉仕地区内に、何十年もただ黙々とライオンズ活動の姿を写真に撮り続けている

先輩がいる。私も長いお付き合いをさせて頂いているが、この先輩から私は他人を誹誘する言

葉を一度として聞いたことがない。「ファインダーをとおして、相手のきれいなところだけを見

ようとしています」と、先輩は語る。この人なりの 奉仕を、いまも続けているのだ， 何人かが

集まれば、人、それぞれに考えも違う、ものを見る目も違う。価値観も違えば、信念も違う。自分

の意見だけを強調して違う意見の相手を排撃することは、自らの人間的資質の低さをさらけだ

していることと同じである。ウィ・サーブの本質は、一人ひとりの正論の是、非を追及することで

はなく、いかに現役の人たちに．従ってゆけるか、「協力してゆけるか」であり、そこに真のウィ・

サーブの奉仕が生まれてくるのである。 まさにウィ・サーブの基本は、相手の意見をよく聞き、

相手を受け入れ、相手を理解し、自らをいかに我慢させるかの道場ではなかろうか。 （印刷業・

58 歳） 

 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮下利秋 

大洲商工会議所青年部が中心となり立ち上

げた「えひめ YOSAKOI 祭り」も昨年は西日本

豪雨災害に見舞われ中止となっていました。  

参加する連に貸し出していた PA 機材や資機

材が保管していた倉庫の水没によりすべて

使用できなくなりました。復興の思いを「よさ

こい」に込めて立ち上がった「えひめ

YOSAKOI 祭り振興会」は、クラウドファンディン

グを通じて全国から目標の 120万円を超える

160 万 5000 円の浄財を集めることが出来、

祭りを復活する事が出来ました。  

久保田和子会長（66）は「皆さんの応援や協

力で復活開催できた。復興は道半ばだが、祭

りが、地域が元気な姿に戻る一助になれば」

と思いを語っておられました。  

一年振りの「えひめ YOSAKOI祭り 2019」（同祭

り振興会主催）が 18 日、市内中心部の肱川緑

地公園の特設舞台を主会場に、各商店街を県

内外の 35連約 1100人が元気に地域を練り歩

き、躍動感あふれる踊りを披露いたしました。  

祭りは 2004 年に始まり、昨年が中止となった

ため今回が 15 回の節目。今年は祭りの復活を

みんなで喜び合おうと審査や賞はなく、「み

んなが大賞」という気持ちで開催されました。 

 正午の開会式の後、商店街や肱川緑地公園

の特設会場など 6会場でスタート。本町商店街

では踊り子らが鳴子を手に、音楽に合わせて

力強いポーズや華麗な舞などチームごとに

特色あるパフォーマンスを披露。園児からお年

寄りまで世代を超えて競演する姿に、住民ら

が盛んに拍手を送りました。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

大洲ライオンズクラブは、毎年この祭りにボラティ

ア参加致しており、今年も７名の会員が肱川肱南

側の下船場で肱北側から渡し船で渡ってくる、踊

り子のメンバーやその家族、大会関係者から観光

客まで、午後１時過ぎから夕方まで渡し船を安全

に接岸出来るように身体を張ってのお世話を致し

ました。 と言っても今回は、強力な助っ人が参加

してくれました。 それは北条の聖カタリナ大学７

名の若者が大会関係者の呼びかけに応えて、乗

船場 4名・下船場３名と二手に分かれて、若さあふ

れるお手伝いをして頂きました。 下船場に集ま

ったライオンズメンバーは、護岸の石段に座り込

み、この大学生に指図するだけの、おっさんの集

団と化してしまいました（笑）。 この若者たちの素晴らしさは、下船場に近

づく渡し船の踊り子の皆さんに手を降って

「お疲れさまです」と声をかけ、下船すると

きは「屋形船の屋根が低いので頭を打たな

いように」と注意を促し、下船する小さな子

供は抱きあげて安全に下船さし、乳母車や

重たい機材は船から降ろして船着場の階段

を駆け上がり、荷物を安全におろし、踊り子

の皆さんには「頑張って下さい」と応援の掛

け声をかけるなど、八面六臂の活躍であり

ました。 久し振りにさわやかな若者を見る

事が出来ました。  ７名のカタリナ大学生

の皆さん本当に有難うございました。  

何を隠そう私の長女も４年間、北条の地で

こちらの大学ではお世話になりました。 

その時に教えて頂きました知識に磨きをか

けて、一生懸命いま活躍致しております。  

今回参加して頂きましたメンバーは、亀田・

沖村・中野・菊池・久保・佐々木、そして会報

委員会から取材担当の宮下の7名でありま

す。  

皆さんお疲れさまでした。（宮下） 

 



 

 

ライオンズのこと、個人的なこと、身の回りに起こったことへの 

感謝、報告、幸せをドネーションで共有しましょう！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドリンクドネーション 

7/26 7月第２例会 

眞鍋 中野 池本 尾上 

亀田 兵藤 菊池 久保 

沖村 今井 古川 寺尾 

 

ドネーションありがとうございます （2019.7/26.-8/9.） 

7/26 中野 西日本豪雨災害から一年、本日無事商店街の夜市開催できました

宮下 会報第１号発行いたしました、皆さんの原稿で成り立っています協力お願いします

寺尾 松山キャビネット、高岡ガバナーも何とか船出できました、ZCがんばります

眞鍋 今日は水天宮花火です。梅雨が終わったと思ったら暑いです明日は土用丑の日

矢野 猛暑の日が続きます、暑さに負けずがんばりましょう

沖村 今日大洲が35.1℃、宇和35.5℃ビールのおいしい季節になりました

冨永 今年は「おまつり村」欠席します。ごめんなさい、成功を祈っています

久保 大洲地区対抗ゴルフ大会で新谷が第３位になりました、個人で１５位なりました

亀田 孫を抱っこしていたら、また腰を痛めました

8/9 松岡 会員増強、ご協力よろしくお願いいたします

中野 毎日暑いです。皆様も熱中症に気を付けてください

亀田 台風10号が四国に向かって来るようです。心配です

菊池 毎日が暑くてたまりません。先日夜市で金魚６匹もらいました、金魚になりたい

沖村 今年はGWも長かったですが、お盆も１１日から１８日まで休みます

亀岡 ２年ぶりに新谷夏祭りを盛大に開催できました皆様のおかげです

濱田 先日剣先イカ釣りの仲間に入れてもらって１５年ぶり２度目のイカ釣りでした

今井 8/2～石巻、女川、気仙沼、盛から三陸鉄道を八戸へ、東北のエネルギーのすごさを感じました

矢野 中野年度、会計収支報告無事承認頂きました

ドリンクドネーション ご協力 

 ありがとうございます💛 

 



  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

HP掲示板より 

タイトル：［テーブル寄贈式］  投稿者：［Y.Nakano］  

6月27日 大洲市役所にてライオンズクラブテーブル寄贈式に出席いたしました。今年度会長と

しての最後の公式行事となりました。一年間どうも皆様ありがとうございました。 

タイトル：［ライオンズバンド］ 

投稿者：［Y.Nakano］    

6 月 29 日、大洲市内にあるオールティーズと

いう居酒屋で、ライオンズバンドの演奏会があ

りました。サザンの曲を中心に 4～５曲の演奏

がありました。 久保 L,村上 L どうも楽しいひ

と時をありがとうございました。 

タイトル：［新旧引継会］ 

投稿者：［Y.Nakano］  

７月１日、居酒屋ことりにてロータリークラブと

新旧会長、幹事引継ぎ会を行いました。昨年

度の実績報告と今後も親交を深め、交流行

事を行ってクラブ活動を盛り上げていくことを

確認し、楽しい酒宴となりました。   



 
 

 

 

 

 

 

代表取締役  寺尾  幸記 
 

本社／大洲市喜多山甲１００番地   電話２５－２００８ 

工場／大洲市新谷乙１９７１番地   FAX２５－３６９６ 

倉庫／大洲市新谷惣慶寺甲４４番地 電話２５－３９８８ 

Ｌ Ｐ ガ ス  各 種器 具  配 管設 備  

シ ス テ ム キ ッ チ ン    家庭 燃 料  

 

 
 

 

 
 

 

   中村皮フ科クリニック 

 院長   中村  浩二 

大洲市新谷甲９６ 

電話  ０８９３－２５－１１１２ 

 
 

 

 
 

市長   二宮 隆久     

 大洲市大洲 690 番地 1 

電話 24-1734  

 

兵藤歯科医院  

兵藤  正帛 
大洲市東大洲８４－３ 

電話２４－６８２２･FAX２４－６８２２ 

 
 

 

 有限 

会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  大洲市役所 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜田  耕造 
 

大洲市若宮５０１ 
電話  ２４－３３７３  FAX２４－３３９３ 
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編集後記 

 

 

 

 

本年度第 2 号、8 月号をお届けいたします。 

今年はジュニトラがなくなり、内容の乏しい 8

月号となりました。 会報の制作をしています

と、大洲 LC の活動状況がよく分かります。 

年間を通じてアクティビティの少なさ、そしてそ

のアクトも硬直化し、毎年同じ事の繰り返しで

ある。若い世代もクラブ会員として増えてきて 

いるのだから、その若い発想でもって新しい 

アクティビティを創って欲しいと考えます。  

そしてこの数年は新規の会員も少なく、大洲

クラブの弱体化が始まっているように思えま

す。 聖カタリナ大学生が活躍してくれたよう

に、入会５年未満の会員には特に頑張って

ほしいものです。 

表紙の写真 ／ 「畑ノ前橋のひまわり畑」       宮下 利秋（撮影者） 

肱川に架かる赤い外観が特徴の鉄橋、正式名称は「畑ノ前橋」。もとは木製の沈下橋だったが

現在の姿に架け替えられ、この河川敷のシンボルとなっている。 

橋の下に広がるやすらぎのお花畑では、地元大洲農業高校の生徒たちのボランティア活動によ

って春は菜の花、夏はひまわり、秋はコスモスと、季節を代表する可憐な花々が植えられてい

る。また、毎年３月には菜の花フェスタも開催され、満開の菜の花を一目見ようと多くの見物

人が訪れる。 
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